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⼟⽊学会
「22世紀の国づくりプロジェクト」
2018.5〜2019.5

提⾔1
22 世紀の国づくりを考えるために、社会経済や個別技術の
動向に加えて、我々の「幸せ」とは何か、あるいは我々⼈
類が⽬指す幸福の実現とは何かについて議論をし、積み重
ねていく。

提⾔2 
国家100 年の計が⼈材育成なら、国家1000 年の計は⽂化の
醸成と伝承である。⼈がより良く⽣きられる⽂化を⽣み出
し、次世代に継承できる社会の構築を⽬指す。

提⾔3
これからの21 世紀の世界史に⽇本がどのような名を刻み、
どのような22 世紀を迎えたいかについて、我々は多様な意
⾒を交わし、「22 世紀の世界の中の⽇本」像を野⼼的に想
い描き、その実現に向けて⾏動を開始する。



持続可能な成⻑

エンジニアリング＝実現のプロセス

⼈々の⽇々の暮らし・地域の⾵景

「わたし」の暮らし・「わたし」の認識・「わたし」の選択



ハイテクノロジー ローテクノロジー

グローバル ローカル

委託性 関与性

https://www.optim.cloud/blog/iot/society-5-0-real-world-examples/ より引⽤加⼯ https://www.globaldyne.jp/news/1208.htmlより引⽤加⼯
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技術の振幅の⼤きさと主体の多様性


